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産業振興功労

　

平
成
４
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
30
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

「
下
田
水
仙
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
」
の
主
管
を
は
じ
め
と
す
る
、

伊
豆
地
域
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
尽
力
し
、
観
光
振

興
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

橘
たちばな

　　諭
さとし

　さん

（74 歳）　　中

建築大工　

経験 58 年

橘建築

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

下
田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

下
田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

問
合
せ
先　

企
画
課
秘
書
広
報
係　

☎
㉒
２
２
１
２

　

令
和
４
年
度
下
田
市
表
彰
・
下
田
市

技
能
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ま
の
功
績
と
功
労
を
称
え
こ
こ
に
紹
介

し
ま
す
。

下
田
市
表
彰
と
は

　

下
田
市
表
彰
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
、
ま
た

社
会
福
祉
や
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業

の
振
興
等
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
模
範
と
な
っ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
彰
に
準
ず
る
方
々
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
と
は

　

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
で
は
、
30

年
以
上
こ
の
道
一
筋
に
ご
精
進
さ
れ
、

業
界
の
発
展
と
、
後
進
の
育
成
に
努
め

ら
れ
、
今
日
の
下
田
市
に
お
け
る
地
域

経
済
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

飯
い い だ

田　正
ま さ あ き

明 さん
（78 歳） 白浜

産業振興功労

外
とのおか

岡　徳
の り お

雄 さん
（62 歳） 大賀茂

　

平
成
16
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
18
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

献血功労

　

多
年
に
わ
た
り
献
血
事
業
の
重
要
性
を

理
解
し
、
愛
の
献
血
に
積
極
的
に
協
力
し
、

献
血
回
数
が
50
回
以
上
に
達
し
ま
し
た
。

土
つ ち や

屋　大
ひ ろ き

喜 さん
（40 歳） 河内

ボランティア功労

横
よ こ や ま

山　文
ふ み お

夫 さん
（88 歳） 田牛

　

約
50
年
に
わ
た
り
、
田
牛
区
内
の
側
溝

清
掃
や
草
刈
り
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
、
田
牛
区
の
環
境
保
全
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

善行功労

　

平
成
24
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
10
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
交
通
指
導
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
指
導
と

交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

横
よ こ や ま

山　竹
た け お

男 さん
（83 歳） 六丁目

善行功労

川
かわばた

端　元
も と ゆ き

之 さん
（87 歳） 須崎

　

平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
８
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
交
通
指
導
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
指
導
と

交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
体

伊い

ず

ほ

く

ら

ぶ

豆
歩
倶
楽
部

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

地
域
住
民
が
集
う
サ
ロ
ン
活

動
を
定
期
的
に
行
い
、
高
齢
者

の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
社
会
参

加
の
支
援
活
動
を
継
続
し
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

優
良
団
体

柿
崎
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

は
つ
ら
つ
健
康
教
室

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

子
育
て
サ
ロ
ン
で
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、

こ
ど
も
の
見
守
り
と
託
児
に
よ

る
親
子
の
支
援
活
動
を
継
続
し
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

優
良
団
体

し
も
だ
子
育
て
応
援
隊

ぽ
っ
ぽ

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

年
間
を
通
じ
た
市
内
海
岸
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
や
、
青

少
年
・
児
童
に
対
す
る
水
辺
の

安
全
・
教
育
活
動
に
尽
力
し
、

環
境
保
全
と
水
難
事
故
防
止
等

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
体

特
定
非
営
利
活
動
法
人

下
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ご本人の

ご意向により

写真の掲載を

控えさせて

いただきます。

奥
お く だ

田　信
の ぶ の り

典　さん

（74 歳） 旧岡方村

建築大工　

経験 57 年

奥田建築

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

ご本人の

ご意向により

写真の掲載を

控えさせて

いただきます。

下田市表彰　功労表彰下田市表彰　功労表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　感謝状下田市表彰　感謝状

下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰

令和
４年度
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１．任免及び人数に関する状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由                                     （令和４年４月１日現在）

一般行政

区分
部門

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
な
ど
の

諸
手
当
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
し
、
そ
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
　

問
合
せ
先　

総
務
課
人
事
係　

☎
㉒
２
２
１
１

(注) １．職員数は、一般職に属する職員数です。
 ２．再任用フルタイム勤務職員（令和３年度２人、令和４年度１人）及び特定任期付職員（令和３年度１人、令和４年度２人）を含み、再任用短時間
 　　 勤務職員（令和３年度９人、令和４年度10人）及び一部事務組合への派遣職員（令和３年度１人、令和４年度１人）は除きます。
 ３．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。
 ４．〈　〉は、条例定数の合計です。

（２）採用及び退職の状況（令和３年度）

部門

採用

離　　　職（人）
退　職 免　職

失職 合計
定年 勧奨 普通 早期退職

募集制度 死亡 任期満了 分限 懲戒

合計 13 ２ 0 ９ 1 0 0 0 0 0 12

区分

（注） １．採用は、令和３年４月２日から令和４年４月１日の間に採用した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ２．退職は、令和３年４月１日から令和４年３月31日の間に退職した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ３．定年退職者のうち１人を再任用フルタイム勤務職員、１人を再任用短時間勤務職員として任用。

（注） １．職員手当には、退職手当と児童手当は含みません。
 ２．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。

（３）定員適正化のための数値目標及び進捗状況
　市では、平成31年から令和３年までの３年間で１人の削減を目標とする第６次定員適正化計画を策定し、次
のように定員適正化を進めましたが、新たな行政需要用等により目標職員数を３人上回る246人となりました。

平成30年４月１日職員数
令和３年４月１日目標職員数
計画期間中削減目標

年 度 H30
244
244

R１
248
243

R２
245
245

R３
243
246

計画（R１～ R３）
実 績

244人
243人
△１人

２．給与の状況
（１）人件費の状況
　　（令和３年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況
　　（令和４年度普通会計当初予算）
職員数
（A）

職　　員　　給　　与　　費 1人当たり給与費
B／ A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

219人
（22）人

818,228
（49,785）

118,468
(2,285)

306,721
（9,959）

1,243,417
（62,029）

5,677
(2,820）

（単位：千円）（単位：千円）

※詳細は市ホームページにある
   「人事行政の運営状況について」というページに掲載
   しています。トップページの右上にある「サイト内検索」
   で検索してください。

（７）期末・勤勉手当の状況

区分
下　田　市 国

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1.200

1.200

2.400

0.950

0.950

1.900

2.150

2.150

4.300

1.200

1.200

2.400

0.950

0.950

1.900

2.150

2.150

4.300

12月期

計

（令和４年４月１日現在　単位：月分）

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

一般
行政職

大学卒 253,300円

235,700円

225,200円

342,200円

288,600円

260,700円

392,900円

342,800円

311,100円

405,400円

394,200円

347,400円

高校卒

技能
労務職 高校卒

（注） 経験年数に該当する職員の平均給料月額を記載していますが、経験年数に
 該当職員がいない等の場合は、近似値を記載している場合があります。

　（令和４年４月１日現在）

（３）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 291,200円

356,600円
352,700円
371,000円

38.6歳
54.1歳技能労務職

（注） 平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、地域手当、住居手当、 
 通勤手当、単身赴任手当、時間外勤務手当等）の合計です。

　（令和４年４月１日現在）
 （８）退職手当の状況 

区 分
下　　田　　市 国
自己都合 定年・応募認定 自己都合 定年・応募認定

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

１人当たりの
平均支給額 8,097千円 －

（注） １人当たりの平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給された退職 
 手当の平均額です。

　（令和４年４月１日現在）

ウ．扶養手当、住居手当、通勤手当

区分 内容 国の制度との
異同

扶養手当

配偶者                6,500円
子                     10,000円
配偶者及び子以外の扶養親族  
　　　　　　      6,500円
特定扶養加算  5,000円加算

同じ

住居手当 借家・借間居住者
支給限度額　　28,000円

同じ

通勤手当 ２km以上の通勤者
実費及び通勤距離等により支給

距離区分が
異なる

　（令和４年４月１日現在）

（10）特別職の給与等の状況  
区分 給料・報酬月額 期末手当の支給割合

給
料

市　長 671,000円 6月期　1.95月分
12月期　1.95月分
計　　3.90月分

副市長 596,000円
教育長 545,000円

報
酬

議　長 350,000円 6月期　1.525月分
12月期　1.525月分
　計　　3.050月分

副議長 315,000円

議　員 290,000円

　（令和４年４月１日現在）

職　員　数（人）

議　　会
総　　務

税　　務

農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計
教　　育

公営企業
等会計

水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

合　　計

主な増減理由

退職不補充

人事配置調整

静岡地方税滞納整理機構に
職員派遣

県市町人事交流
保育所職員の退職不補充
新係増設に伴う人員配置調整

人事配置調整

令和３年度
4
60

9
10
18

50(20)
22
191
23(1)
10
4

18(1)
32

18

246(22)
〈286〉

特別行政

令和４年度

19

247(22)
〈286〉

4
60

9
10
17

48(21)
24
191
24(1)
9
4
19
32

対前年増減

1

１

△1
△2(1)

2

1
△1

1(△1)

令和３年４月１日職員数
令和７年４月１日目標職員数
計画期間中削減目標

246人
242人
△４人

年 度
計画（R４～R７）

実 績

　令和４年から令和７年までの４年間で４人の削減を目標とする第７次定員適正化計画を策定し、次のように定員適正化を進めています。

R３
―
246

R４
250

R５
246

R６
246

R７
242

（４）初任給の状況　　　　                  

区　　分
下　田　市 国
初任給 初任給

一般
行政職

大学卒 188,500円

160,000円

160,000円

総合職　195,500円
一般職　182,200円

高校卒 一般職　150,600円

技能
労務職 高校卒 一般職　147,900円

　（令和４年４月１日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況

区分 標準的な職務内容 職員数
（人） （%）

構成比

１級 主事、技師
２級 主事、技師
３級 主事、技師
４級 係長、主幹、主査
５級 課長補佐、副室長、副所長、局長補佐、検査監
６級 課長、室長、所長、局長、参事、技監
計

34
45
22
33
16
16
166

20.5
27.1
13.3
19.9
9.6
9.6

100.0
(注) １．「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する職務です。
 ２．再任用フルタイム勤務職員（２人）は除きます。

　（令和４年４月１日現在）

 イ．時間外勤務手当     　（令和２年度、令和３年度普通会計決算）

令和２年度

48,126千円

244千円職員1人当たり支給年額

令和３年度

支給総額 74,589千円

381千円

（９）その他の主な手当の内容
ア．特殊勤務手当（令和３年度普通会計決算）

区　分
手当の種類（手当数）
手当の名称
支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

全　職　種
1

防疫等作業手当
14千円
765円

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

12,769,800 2,056,876 16.1％
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最大 20,000 円分の最大 20,000 円分の
　　　マイナポイントがもらえます　　　マイナポイントがもらえます！！

下田市立地適正化計画・下田市地域公共交通計画合同意見交換会下田市立地適正化計画・下田市地域公共交通計画合同意見交換会

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

　令和５年度より、「下田市立地適正化計画」と「第２次下田市地域公共交通計画」が動き始めます。市民の皆

さまの生活とも関わるこの２つの計画について、直接ご説明する場を設けたいと考え、この度６地区において意

見交換会を開催します。市の現状を踏まえた本計画についてご理解頂きたく、ご参加ください。

● 内　　容　   ①市の現状説明　　②立地適正化計画説明　　③公共交通計画説明　　④意見交換等

開催日 会　場 対象区 開催日 会　場 対象区

11 月 21 日（月） 稲生沢小学校体育館 稲生沢 11 月 25 日（金） 浜崎小学校体育館 浜崎

11 月 22 日（火） 市民文化会館小ホール 下田 11 月 28 日（月） 稲梓基幹集落センター 稲梓

11 月 24 日（木） 朝日小学校体育館 朝日 11 月 30 日（水） 白浜小学校体育館 白浜

● 開催時間（各会場共通）　19 時～ 20 時 30 分（予約は不要ですので直接会場にお越しください）

　※説明内容は会場ごとに異なります。

～下田市立地適正化計画とは～～下田市立地適正化計画とは～

　下田市立地適正化計画は、概ね 20 年後の目指すべき都市の姿を見据え、全ての世代が安心して便利に暮らせ

る魅力あるまちや観光都市として持続的に発展していくため、「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづ

くりを進めるための計画です。

　居住を含めた都市の活動を「誘導」する仕組があり、津波や洪水等の災害リスクを考慮しながら、まちの将来

像に合わせて「都市機能誘導区域」や「居住誘導区域」を設定し、居住機能や医療・福祉・商業等の都市機能の

立地を誘導し、公共交通ネットワークと連携した「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進めます。

　立地適正化計画で定める居住誘導区域は、区域外における居住を制限したり、区域内への移転を強制したりす

るものではなく、新たに転入する人を中心に、日常生活に必要な都市機能や公共交通が維持された地域への居住

を緩やかに誘導することを目的としています。

　医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生

活拠点に誘導し集約することにより、これらの各種サー

ビスの効率的な提供を図る区域をいいます。

※居住誘導区域外につい

て、これまで通りの土

地利用が可能ですが、

居住誘導区域外で一定

規模以上の開発や建築

行為を行う場合は、市

への届出が必要になり

ます。

・一極集中ではなく、多極ネットワーク型のまちづくりを目指します。

・すべての居住者を一定のエリアへの集約を図るものではありません。

・時間をかけながら居住の集約化を推進していきます。

～居住誘導区域とは～～居住誘導区域とは～

～都市機能誘導区域とは～～都市機能誘導区域とは～

　人口減少の中にあっても、一定のエリアにおいて人口

密度を維持することにより、生活サービスや地域のコミュ

ニティが持続的に確保されるよう居住を誘導すべき区域

をいいます。

～「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりのポイント～～「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりのポイント～

申込みは 2月末までです。マイナポイントの申込対象者は、マイナンバーカードを 12 月末までに申請された方です。

マイナンバーカードのマイナンバーカードの
取得取得

マイナンバーカードをマイナンバーカードを
健康保険証として利用健康保険証として利用
するための申込みするための申込み

公金受取口座の登録公金受取口座の登録

※以前に取得済の方も対象。

マイナポイント第 1 弾に申

込んだ方は対象外。

※既存の健康保険証が使用で

きなくなるものではありま

せん。

※給付金等を受け取る口座を

登録することです。口座内

容を知られることはありま

せん。

⬇
⬇ ⬇

マイナポイントの申込み
⬇ マイナポイントの申込み マイナポイントの申込み

20,000 円 の チ ャ ー ジ 又 は

20,000 円の買い物 ⬇ ⬇

⬇

最大最大5,0005,000円分付与円分付与 7,5007,500円分付与円分付与 7,5007,500円分付与円分付与

時間　8：30 ～ 17：15

場所　市役所市民係２番窓口横

※市役所に来られる際は、事前に必要なものをご持参

のうえ、市民係２番窓口の発券機で番号札を取って

お待ちください。

問合せ先

総務課情報推進係　マイナポイント担当　

☎㉒３９２１（直通）

市役所では、マイナポイントの
申込み支援を行っています。

マイナンバーカードの読み取りに
対応しているスマートフォンを
お持ちの方は、下記のアプリを

インストールして、ご自身でマイナ
ポイントの申込みができます。

●ＱＲコード決済　●電子マネー

●クレジットカード等

ご利用の決済サービスにポイントが付与されます。

マイナポイントアプリ マイポータルアプリ

※公金受取口座の

   登録に必要です。
マイナポイント

合計20,00020,000円分のポイントを付与

問合せ先　総務課情報推進係　☎㉒３９２１

マイナポイントを受け取るには、
申込みが必要です。

●マイナンバーカード

●ご本人名義の口座番
号が分かるもの

●ポイントを受け取る
決済サービスのカー
ド又はアプリ等

●マイナンバーカード
の４桁の暗証番号

事前に必要なもの

～ 20 年後の「ＳＨＩＭＯＤＡ」を考えてみませんか～～ 20 年後の「ＳＨＩＭＯＤＡ」を考えてみませんか～
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控
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控
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や
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控
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控
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４
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控
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８
９
（
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す
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し
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１
８
９(

い
ち
は
や
く
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　

推
進
月
間

実　施　日 受 付 時 間 受 付 場 所

11 月 21 日

（月）

９：30

～ 11：00
下田総合庁舎別館１階

13：00

～ 14：30

11 月 22 日

（火）

９：30

～ 10：00
朝日公民館

10：30

～ 11：00
大賀茂公会堂

13：00

～ 14：00
白浜公民館

11 月 25 日

（金）

９：30

～ 11：00
下田総合庁舎別館１階

13：00

～ 14：30

11 月 30 日

（水）

９：30

～ 10：00
蓮台寺公会堂

10：30

～ 11：00
稲生沢公民館

12 月１日

（木）

９：30

～ 10：00
須原区民会館

10：30

～ 11：00
稲梓基幹集落センター

12 月２日

（金）

９：30

～ 10：00
須崎漁民会館

10：30

～ 11：00
柿崎公民館

12 月３日

（土）

10：00

～ 11：00
下田市役所

大
腸
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

　

大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
で
、
通

知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
診
は
、
年
度
内
に
１
回
の
み

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

40
歳
以
上
（
昭
和
58
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
市
民
の
方

※
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

の
際
に
す
で
に
受
診
済
み
の
方

は
除
く

　

各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
の
で
都

合
の
よ
い
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
検
診
期
間
の
午
前

中
、
市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

（
窓
口
⑤
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
（
受
診
票

及
び
検
体
の
提
出
）
は
、
ご
家
族

な
ど
代
理
の
方
で
も
可
能
で
す
。

代
理
者
の
提
出
の
際
は
、
受
診
票

は
必
ず
受
診
者
ご
本
人
が
、
も
れ

な
く
ご
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

３
０
０
円
（
お
つ
り
の
無
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
）

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
方

②
65
歳
～
69
歳
で
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
の
方
（
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

③
下
田
市
検
診
等
微
収
金
免
除
証

明
書
を
お
持
ち
の
方
（
生
活
保

護
世
帯
・
非
課
税
世
帯
）

※
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
受
診

の
際
、
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

1111
月
上
旬
に
社
会
保
険
料

月
上
旬
に
社
会
保
険
料

　

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

　

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

防災かわら版防災かわら版
問合せ先　防災安全課防災係（窓口⑩）☎㊱４１４５

～ 12 月 4 日（日）は地域防災訓練の日です～

　南海トラフ巨大地震などの大規模地震が発生した想定で、その地域の実情に沿った内容の防災訓練を行います。

　午前９時に地震発生のサイレンを鳴らし、同時に緊急速報メールを配信します。訓練の開始時間や内容等は、各

地区によって異なるので、お住まいの地区の自主防災会に確認してください。

　最近は、全国的に大規模な災害が多発しています。地域で実施される防災訓練に積極的に参加し、改めて自分自

身や家族、身の周りの方の命を守るために、「自助・共助」の力を身につけましょう。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大等により、訓練内容が変更又は中止となる場合があります。

～戸別受信機に完全移行します～
　防災行政無線のデジタル化により、今年 12 月からアナログ式防災行政無線が使用できなくなります。それに伴

い「防災ラジオ」では同報無線の放送内容が確認できなくなります（通常のラジオ放送は、引き続き受信できます）。

　市では防災ラジオに代わり、戸別受信機を各世帯に１台、無償で貸与しています。

　新しい戸別受信機の貸与を希望する方は、防災安全課（窓口⑩）までお越しください。

防
災
ラ
ジ
オ

（
令
和
４
年
11
月
末
ま
で
）

戸
別
受
信
機⬅



　　

「
橋
の
な
い
川
」
と
い
う
住
井

　

「
橋
の
な
い
川
」
と
い
う
住
井

す
ゑ
の
小
説
が
あ
る
。
私
が
学
生

す
ゑ
の
小
説
が
あ
る
。
私
が
学
生

の
頃
、
バ
イ
ト
先
（
代
行
運
転
）

の
頃
、
バ
イ
ト
先
（
代
行
運
転
）

の
お
や
じ
さ
ん
が
休
憩
時
間
に
、

の
お
や
じ
さ
ん
が
休
憩
時
間
に
、

松
木
君
は
土
木
工
学
科
な
の
か
、

松
木
君
は
土
木
工
学
科
な
の
か
、

そ
れ
な
ら
「
橋
の
な
い
川
」
と
い

そ
れ
な
ら
「
橋
の
な
い
川
」
と
い

う
小
説
を
読
ん
で
み
て
。
土
木
工

う
小
説
を
読
ん
で
み
て
。
土
木
工

学
と
直
接
関
係
し
な
い
け
ど
ね
、

学
と
直
接
関
係
し
な
い
け
ど
ね
、

と
言
わ
れ
、
な
ん
か
変
わ
っ
た
薦

と
言
わ
れ
、
な
ん
か
変
わ
っ
た
薦

め
方
だ
な
あ
と
い
ぶ
か
り
な
が
ら

め
方
だ
な
あ
と
い
ぶ
か
り
な
が
ら

本
屋
で
買
っ
て
読
ん
だ
。

本
屋
で
買
っ
て
読
ん
だ
。

　

大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。

　

大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。

　

小
説
の
舞
台
は
明
治
期
の
奈
良

　

小
説
の
舞
台
は
明
治
期
の
奈
良

の
田
舎
で
あ
る
。
貧
困
や
部
落
差

の
田
舎
で
あ
る
。
貧
困
や
部
落
差

別
と
い
っ
た
旧
体
質
の
地
方
の
暗

別
と
い
っ
た
旧
体
質
の
地
方
の
暗

い
生
活
を
底
流
に
描
き
つ
つ
、
主

い
生
活
を
底
流
に
描
き
つ
つ
、
主

人
公
の
孝
二
（
小
学
生
）
の
心
の

人
公
の
孝
二
（
小
学
生
）
の
心
の

美
し
さ
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
シ
ー
ン

美
し
さ
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
シ
ー
ン

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
私
は
相
当
の

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
私
は
相
当
の

め
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的

め
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的

な
作
品
だ
っ
た
。

な
作
品
だ
っ
た
。

　

物
語
で
は
、
孝
二
た
ち
の
住
む

　

物
語
で
は
、
孝
二
た
ち
の
住
む

地
区
が
川
の
向
こ
う
の
「
部
落
」

地
区
が
川
の
向
こ
う
の
「
部
落
」

と
し
て

と
し
て
嫌嫌け

ん

き

け

ん

き忌忌
さ
れ
て
い
て
そ
こ
の

さ
れ
て
い
て
そ
こ
の

子
ど
も
た
ち
も
差
別
さ
れ
て
い

子
ど
も
た
ち
も
差
別
さ
れ
て
い

る
。
孝
二
た
ち
は
毎
朝
橋
を
渡
っ

る
。
孝
二
た
ち
は
毎
朝
橋
を
渡
っ

て
小
学
校
に
通
う
の
だ
が
、
物
理

て
小
学
校
に
通
う
の
だ
が
、
物
理

的
に
橋
が
あ
っ
て
も
人
々
の
心
に

的
に
橋
が
あ
っ
て
も
人
々
の
心
に

障
壁
が
あ
る
た
め
、

障
壁
が
あ
る
た
め
、
橋
が
な
い

橋
が
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

とと

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

誕 生 日 会
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　

～
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る
～そ

の
タ
イ
ト
ル
に
表
現
さ
れ
て
い

そ
の
タ
イ
ト
ル
に
表
現
さ
れ
て
い

る
の
だ
っ
た
（
と
思
う
）。

る
の
だ
っ
た
（
と
思
う
）。

　

土
木
工
学
科
の
授
業
に
、
橋
梁

　

土
木
工
学
科
の
授
業
に
、
橋
梁

工
学
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の
試

工
学
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の
試

験
の
答
案
用
紙
に
か
の
小
説
を
引

験
の
答
案
用
紙
に
か
の
小
説
を
引

用
し
て
「
橋
と
は
何
か
」
み
た
い

用
し
て
「
橋
と
は
何
か
」
み
た
い

な
小
論
文
を
私
は
書
い
た
。
橋
は

な
小
論
文
を
私
は
書
い
た
。
橋
は

川
な
ど
で
分
断
さ
れ
て
い
る
両
側

川
な
ど
で
分
断
さ
れ
て
い
る
両
側

を
つ
な
ぐ
モ
ノ
だ
が
、
心
を
つ
な

を
つ
な
ぐ
モ
ノ
だ
が
、
心
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
も
っ
と
大
切
で
、

ぐ
こ
と
が
も
っ
と
大
切
で
、
橋
が
橋
が

3

3

3

3

あ
る
あ
る

3

3

3

3

社
会
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い

社
会
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い

う
自
分
な
り
の
考
え
を
（
試
験
問

う
自
分
な
り
の
考
え
を
（
試
験
問

題
を
無
視
し
て
）
書
い
た
の
だ
。

題
を
無
視
し
て
）
書
い
た
の
だ
。

　

橋
梁
工
学
の
堀
井
先
生
は
、
陽

　

橋
梁
工
学
の
堀
井
先
生
は
、
陽

気
で
お
酒
好
き
で
、
学
生
た
ち
か

気
で
お
酒
好
き
で
、
学
生
た
ち
か

ら
愛
さ
れ
る
先
生
だ
っ
た
。
私
の

ら
愛
さ
れ
る
先
生
だ
っ
た
。
私
の

雑
文
に
対
し
て
、
お
前
面
白
い
奴

雑
文
に
対
し
て
、
お
前
面
白
い
奴

だ
な
、
今
度
う
ち
に
遊
び
に
来
い

だ
な
、
今
度
う
ち
に
遊
び
に
来
い

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
洗

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
洗

足
池
あ
た
り
だ
っ
た
と
思
う
。
ご

足
池
あ
た
り
だ
っ
た
と
思
う
。
ご

自
宅
を
訪
ね
お
い
し
い
お
酒
と
と

自
宅
を
訪
ね
お
い
し
い
お
酒
と
と

も
に
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
て

も
に
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、そ
の
上
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、そ
の
上
、

私
は
そ
の
教
科
の
単
位
を
取
得
で

私
は
そ
の
教
科
の
単
位
を
取
得
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
牧

き
た
の
で
あ
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
牧

歌
的
な
時
代
だ
っ
た
と
思
う
。

歌
的
な
時
代
だ
っ
た
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
回
の
お
話
は
バ
リ
ア

　

さ
て
、
今
回
の
お
話
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
（
続
き

フ
リ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
（
続
き

は
次
回
号
に
）。

は
次
回
号
に
）。

１日(木)　 赤ちゃんとパパ・ママのふれあいタイム　　

　　　　　 講師　佐々木かおり先生　13時30分～

２日(金)　 ふれあい遊び※午後閉館（清掃・消毒）

７日(水)　 めだかルーム　９時～11時30分

８日(木) 　クリスマス会　10時30分～

９日(金) 　クリスマス会　10時30分～

12日(月)　 体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　 場所：市民スポーツセンター

14日(水)　 あひるルーム　９時～11時30分

16日(金)　 ふれあい遊び※午後閉館（清掃・消毒）

19日(月)　 下田認定こども園で遊ぼう

21日(水)　 うさぎルーム　９時～11時30分

23日(金)　 誕生会　10時30分～

26日(月)　 発育測定・育児相談　９時～11時

27日(火)・28日(水)　閉館（大掃除）

29日(木)～1/3(火)　年末年始休館

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問合わせください。

10/ ３　新体力テスト　　

　下田小学校体育館で10月 3日に 20～ 79歳の市民の

方々を対象とした、新体力テストを行いました。各世

代34名にご参加いただき、運動能力を数値化し、体力

や運動について見つめ直すいい機会となりました。

1 0 月の
できごと
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        ３日　鳥獣被害対策講習会

        ４日　下田市グローカルＣＩＴＹプロジェクト

６～ 24 日　市長と語る会 （全７回）

        ８日　下田幼稚園 ・ 下田保育園運動会

15 日　下田認定こども園運動会　

16 日　ゴミの減量化リサイクルワークショップ

26 日　下田市連合体育大会

29 日　親子和菓子作り教室

10/23　地域をつつみ込む大きな輪に　　

　福祉の祭典「下田市ふれあい広場2022」が３年ぶりに

開催されました。「ふだんのくらしのしあわせ、ひとり

ひとり手をたずさえて、地域をつつみ込む大きな輪に」

をテーマに多くの市民で賑わいました。

10/15　しょういん探検隊
　吉田松陰関係史跡をめぐる「しょういん探検隊」

を開催しました。参加した小学生とその保護者たち

は、蓮台寺の吉田松陰寓寄処、柿崎の弁天島と三島

神社、福浦の上陸記念碑などを見学しました。

10/ ５　美味しいお米で、すくすく元気に

　市内の耕作放棄地や休耕田を利用し米作りを行っ

ている「米（マイ）フレンド下田」さんから 100kg

の新米が市内の幼稚園・保育園・認定こども園・伊

豆つくし学園に寄贈していただきました。

10/ １　下田中学校運動会　　　

　下田中学校で市内４中学校が統合して初めての運動会

が開催されました。全校生徒419人が晴天の中、学年別

リレー、大縄跳びなどを行い全力で取り組みました。保

護者からの応援にも力が入り拍手が送られました。

10/ ３　困ったときは、おたがいさま
　10月１日から赤い羽根共同募金運動が始まり、３日

に街頭募金を実施しました。集まった募金は、地域の福

祉活動や災害時のボランティア活動に活用されます。

　秋の深まりを感じ、耳を澄ませば、秋の虫たちの

大合唱が聞こえてきます。一年の中でも過ごしやす

いこの時期、お散歩をしたり秋の自然に触れながら

遊ぶのも楽しいですね。また、お子さんと一緒に絵

本を見たり、本に触れる時間をつくってみてはいか

がですか。支援センターにも、絵本コーナーを設け

ています。また、小さなお友達も増えました。遊び

にきてくださいね。

起 震 車 体 験

ベ ビ ー リ ト ミ ッ ク め だ か ル ー ム



　

11
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

に
第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国

合
同
訓
練
が
県
内
で
開
催
さ
れ
、

13
日
（
日
）
の
富
士
山
静
岡
空
港

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
県
内
各
地

で
様
々
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

12
日
（
土
）
に
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
と
し
て
下
田
会
場
（
武
ガ

浜　

安
田
造
船
所
所
有
地
等
）
で

も
各
種
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
県
外
か
ら
の
多
数

の
消
防
車
両
の
進
出
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
飛
び
交
う
こ
と
か
ら
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
騒
音
等
に
よ

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
消
防
本
部
警
防
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
８
５
９

　

県
社
会
保
険
労
務
士
会
三
島
支

部
下
田
地
区
会
で
は
、
労
働
・
社

会
保
険
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
予
約
不
要
）。

時
間

12
月
９
日
（
金
）
10
時
～
15
時

ブ
ル
解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

ご
相
談
や
、
あ
っ
せ
ん
の
申
請
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
窓
口
ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

沼
津

市
大
手
町
一
丁
目 

１-

３　

沼

津
産
業
ビ
ル
２
階　

☎
０
５
５-

９
５
１-

９
１
４
４

※
固
定
電
話
か
ら
は
、
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
０
１
２
０-

９
３-

９
６
１
０
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
「
静

岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、

10
月
５
日
か
ら
「
時
間
額
９
４
４

円
」
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特

定
の
産
業
に
は
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

静
岡
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
４-

２
５
４-

６
３
１
５

夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

納
税
相
談
の
ほ
か
、
市
税
の
納
付

も
で
き
ま
す
。

期
間

12
月
５
日
（
月
）
～
12
月
９
日（
金
）　

19
時
30
分
ま
で

場
所　

税
務
課
収
納
係
・
滞
納
対

策
係
（
窓
口
⑦
）

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

お
申
込
み
は
、
税
務
課
又
は
市

内
金
融
機
関
に
あ
る
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
に
必
要
事
項
の
記
入
、

金
融
機
関
お
届
け
印
を
押
印
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
や
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で
も
納

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
土
日
祝
日
問

わ
ず
、24
時
間
納
付
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課
収
納
係
・
滞
納
対
策
係

　
　

 

（
窓
口
⑦
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

令
和
５
年
２
月
16
日
～
３
月
15

日
の
市
役
所
会
場
で
の
所
得
税
の

確
定
申
告
、
市
県
民
税
の
申
告
相

談
は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
や
当
日
整
理
券

配
布
方
式
で
受
付
予
定
で
す
。

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
田
１
階
会
議
室

◎
相
談
内
容

○
労
働
相
談

解
雇
、
雇
止
め
、
資
金
不
払
い
、

働
き
方
改
革
関
連
法
等
労
務
管
理

上
の
疑
問

○
年
金
相
談

在
職
中
の
年
金
の
仕
組
み
、
支
給

の
繰
り
上
げ
、
繰
り
下
げ
、
適
用

事
務
所
の
範
囲
拡
大
、
障
害
年
金

の
受
給
要
件

○
各
種
助
成
金
等

問
合
せ
先

野
口
弘
宣
労
務
行
政
事
務
所

野
口　

弘
宣

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
１
４
４
６

　

県
で
は
、
各
県
民
生
活
セ
ン

タ
ー
の
労
働
相
談
窓
口
で
、
労
使

間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
に

よ
っ
て
、
弁
護
士
相
談
や
県
労
働

委
員
会
の
「
あ
っ
せ
ん
」
制
度
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
で
は
、
公
益
、
労
働

者
、
使
用
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
代
表
す
る
３
名
の
あ
っ
せ
ん
員

が
、
当
事
者
の
間
に
立
ち
、
公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
お
互
い
が
合
意

で
き
る
妥
協
点
を
提
案
し
、
ト
ラ

　

外
の
寒
さ
や
感
染
症
対
策
の
た

め
、
屋
内
で
過
ご
し
が
ち
な
季
節

で
す
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
気
軽

に
で
き
る
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
の

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
音
楽
に
合

せ
て
体
を
動
か
し
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
等
に
よ

り
、
急
遽
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

日
時

12
月
23
日
（
金
）
13
時
30
分
～　

15
時　

（
受
付
13
時
15
分
～
）

（
要
事
前
申
込
み
、
先
着
順
で
す
。

12
月
９
日
〆
切
）

場
所

市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

対
象
者

40
歳
以
上
の
市
民
の
方

定
員　

40
名　

入
場
料　

無
料

講
師

山
田
明
美
先
生

（
マ
ス
タ
ー
上
級
介
護
予
防
運
動

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

そ
の
他

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
水
分
と

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

　
　

 

（
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

※
８
月
と
10
月
に
開
催
し
た
講
座

と
内
容
は
同
じ
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

総
務
課
情
報
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
２
１

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
時

11
月
４
日
（
金
）

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
15
分
～
16
時

場
所

市
民
文
化
会
館

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　

 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

県
内
市
町
で
は
、
11
月
か
ら
12

月
ま
で
を「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
し
て
、
県
と
連
携
し
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

お
困
り
の
際
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

失
業
や
病
気
、
事
業
の
廃
止
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
一
時

的
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
送
で

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
を
作
成
・
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）。

市
県
民
税
申
告
の
場
合
、
市
役
所

に
郵
送
申
告
も
可
能
で
す
（
※
前

回
、
市
県
民
税
申
告
さ
れ
た
方
に

は
、
用
紙
を
郵
送
予
定
）。

申
告
の
事
前
準
備
を

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
は
、
原
則
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に

は
、
申
請
か
ら
約
１
か
月
か
ら
１
か

月
半
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告

書
を
作
成
・
印
刷
し
て
税
務
署

に
提
出
す
る
場
合
又
は
、Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
で
申
告
書
を

信
す
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

所
定
の
予
約
時
間
に
申
告
相
談

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書
、
収
支
内
訳
書

は
事
前
に
作
成
を
お
願
い
し
ま

す（
職
員
は
作
成
代
行
し
ま
せ
ん
）。

問
合
せ
先

税
務
課
市
民
税
係　

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

11
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
夜
間

と
土
曜
日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
開
設
日
及
び
時
間

11
月
11
日(

金)

・
25
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

11
月
12
日(

土)

・
26
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
に
つ
い
て

　

シ
ニ
ア
世
代
向
け
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

基
礎
編　

11
月
22
日
（
火
）

応
用
編　

11
月
29
日
（
火
）

場
所　

蓮
台
寺
公
会
堂

（
蓮
台
寺
３
５
１
番
１
）

時
間　

14
時
～
16
時
（
両
日
）

※
基
礎
編
、
応
用
編
の
両
方
の
受

講
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員　

20
名
（
申
込
先
着
順
）

持
ち
物　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

　
　

    

筆
記
用
具

※
こ
の
講
座
は
、
下
田
市
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
購
入
費
補
助
事
業
を

利
用
す
る
際
の
対
象
講
座
の
一

つ
で
す
。
65
歳
以
上
の
市
民
が

は
じ
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

購
入
す
る
際
、
購
入
費
の
一
部

補
助
を
行
う
下
田
市
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
購
入
費
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、
広
報
８
月
号
又
は
次

の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

広報しもだ 2022.11 月号 - 12 -

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

    　
　

 　
　
　
　

窓
口
延
長

10 月の納税
納期は10月 31日（月）

市・県民税　３期

国民健康保険税　 ６期

後期高齢者医療保険料　３期

介護保険料    　 ４期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

- 13 - 広報しもだ 2022.11 月号

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス
同報無線の内容や市の情報を配信しています

11
月
・
12
月
は

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

令
和
４
年
分
確
定
申
告
、

 

令
和
５
年
度
市
県
民
税
申
告
は
、　

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵
送
で

　
　
　
　
　
　

 

お
願
い
し
ま
す

皆
で
楽
し
く
！

い
き
い
き
健
幸
体
操
参
加
者
募
集

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

（広告）

第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊

　
　
　
　
　
　
　

全
国
合
同
訓
練

（広告）

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

　

お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

静
岡
県
最
低
賃
金
が

　
　
　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
「
時
間
額
９
４
４
円
」



10
月
届

二
丁
目　

遠
藤　

時
子　

７　

92

六
丁
目　

岩
城　

皓
保　

１　

83

東
本
郷　

山
本　

泰
資　

９　

91

高　

馬　

鈴
木
と
し
子　

13　

93

河　

内　

矢
田
部　

晃　

11　

66

椎　

原　

村
田
七
五
三　

9/30　

91

吉
佐
美　

大
門
や
す
子　

13　

99

　

〃　
　

中
村
な
ご
み　

６　

41

大
賀
茂　

酒
井
は
る
み　

３　

89

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
９
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

旧
岡
方
村　

外
岡　

華か

り

ん凜　

和
徳

敷　

根　

植
松　

恵え

ま万　

隆
二

吉
佐
美　

宮
坂　

珠み

ゆ由　

希

　

〃　
　

石
田　

舞ま
い　

　

建
矢

10
月
届

一
丁
目　

勝
又　

湊み

な

と斗　

駿

西　

中　

金
指　

碧あ

お

と人　

皓
太

９
月
届

二
丁
目　

稲
葉
み
つ
子　

19　

93

三
丁
目　

植
松　

敬
子　

28　

69

五
丁
目　

河
原
﨑
八
重　

27　

93

河　

内　

臼
井
多
美
子　

22　

79

　

今
年
の
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
行
動
制
限
が
な
く
な

る
久
し
ぶ
り
の
冬
に
な
り
ま
す
。

行
動
範
囲
も
広
が
り
、
周
り
と
の

接
触
も
今
ま
で
通
り
に
な
り
、
感

染
症
が
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
冬
に
流
行
が
予
想

さ
れ
る
疾
患
を
２
つ
お
伝
え
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

　

症
状
と
し
て
嘔
吐
や
下
痢
が
み

ら
れ
ま
す
。
嘔
吐
の
み
や
下
痢
の

み
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
嘔
吐
と
下

痢
両
方
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
喉
が
渇
き
つ
い
、
い
つ
も
と

同
じ
量
の
水
分
を
摂
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
体
に
貯
め
て
お
く
こ
と

が
で
き
ず
、
嘔
吐
や
下
痢
と
な
り

体
に
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
程
度
の
水
分

を
、
こ
ま
め
に
摂
る
こ
と
が
水
分

摂
取
の
コ
ツ
で
す
。
そ
れ
に
よ
り

脱
水
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
低
血
糖

に
も
な
り
や
す
い
為
、
水
分
摂
取

の
時
に
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
甘

い
飲
料
を
使
用
す
る
事
も
お
勧
め

し
ま
す
。
脱
水
や
低
血
糖
が
強
い

と
き
は
、
点
滴
も
選
択
肢
に
入
り

ま
す
。

②
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

症
状
と
し
て
発
熱
、
鼻
水
、
咳
、

喘
鳴（
ゼ
ー
ゼ
ー
と
し
た
呼
吸
音
）

が
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
と
気
管

支
炎
と
な
り
、
喘
息
発
作
に
似
た

症
状
に
な
り
ま
す
。
特
に
夜
に
増

悪
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
重

症
化
す
る
と
呼
吸
が
困
難
と
な
り

ま
す
。
特
に
６
ヶ
月
以
下
の
子
は

重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
治
療
は
対
症
療
法
が
メ
イ

ン
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
２
つ
紹
介
し
ま
し
た
が
、

初
め
て
行
動
制
限
の
な
い
冬
を
迎

え
る
乳
幼
児
に
と
っ
て
は
試
練
の

冬
に
な
り
ま
す
。
早
め
早
め
の
対

応
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

静岡県立伊豆の国特別支援学校

伊豆下田分校

「図工・美術作品」

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に
お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 募集中！ミニミニあーとぎゃらりー展示作品

　市立図書館には 「ミニミニあーとぎゃらりー」 という展示コーナーがあり、

皆さまの作品を随時募集しています。 絵画、 写真、 書、 手芸、 コレクショ

ン…何でもＯＫです。 グループでの展示も大歓迎です。 興味のある方は

図書館までお気軽にお問合せください。

10 月の

アートギャラリー

永田　文明　さん

「耕心窯」
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冬
に
流
行
す
る
感
染
症
対
策

　
　
　
　

小
児
科
医　

田
中　

健

　成人向け　書名 著者名 出版社

闇の聖域 佐々木 譲 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

吹上奇譚 ４ ミモザ 吉本 ばなな 幻冬舎

ロマンチック・ポルノグラフィー 村山 由佳 中央公論新社

小説家の一日 井上 荒野 文藝春秋

清浄島 河崎 秋子 双葉社

憐憫 島本 理生 朝日新聞出版

児童向け　書名 著者名 出版社

にじいろの さかなと おはなし

さん　（絵本）

ﾏｰｶｽ ･ ﾌｨｽﾀｰ　作

谷川 俊太郎　訳
講談社

スノーマン クリスマスのお話

（小学校初級向）

ﾚｲﾓﾝﾄ ･゙ﾌﾞﾘｯｸﾞｽﾞ 原作

ﾏｲｹﾙ ･ ﾓｰﾊﾟｰｺﾞ 作

ﾛﾋﾞﾝ ･ ｼｮｰ 絵

佐藤 見果夢 訳

評論社

星空としょかんのジュリエット

（小学校中級向）

小手鞠 るい　作

近藤 未奈　絵
小峰書店

知りたい！行ってみたい！ なぞと

き絶景図鑑　（小学校上級向）

増田明代　文・構成

山口耕生　監修
講談社

バンピー（ヤングアダルト） いとう みく 静山社

12 月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所
12 月７日

（水）
人権相談

どなたでも
（予約不要）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室２

12 月８日

（木）
年金相談 どなたでも

（要予約）
９：00

～ 14：00

市民文化会館

大会議室

12月13日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ２年

11 月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ２年

５月生

12月14日
（水）

市民相談

どなたでも
（要予約）

 10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３

法律相談
９：30

～ 12：00

市民文化会館

小会議室２

12月21日
（水）

市民相談
10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

11月 24日

（木）
３歳児健診 Ｒ元年９.10 月生

12：50

～ 14：00
中央公民館

12月 16日

（金）
３歳児健診 Ｒ３年４.５月生

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　12 月 17 日に開催を予定していました

　「クリスマスイベント」は、　

　中止となりました。

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　日時　12 月 15 日（木）10：00 ～ 12：00

　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

11月 ４日～11月 ６日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

11月 ７日～11月13日 須原設備 28-1161

11月14日～11月20日 杉本設備工業㈱ 22-3040

11月21日～11月27日 ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

11月28日～12月 ４日 土屋設備 22-6506

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、

　　　　 「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分

人のうごき
    住民登録人口 10 月１日 増減

男　   ９，７４２　　　　　－７　

女 　１０，４３８  　　　－１３

計 　２０，１８０　　 　 －２０  

  　　世帯数　  １０，５３７ 

　  出　生  ７　　　 転　入　５６ 

    死　亡  ２９　　 転　出　５４　　　

謹
ん
で

　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　

 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

- 15 - 広報しもだ 2022.11 月号

※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。



　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

4
年

11
月

４
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 旧岡方村にお住いの

 河津　元さん・由美さんの

    長 女　結
ゆ の

乃　ちゃん   （６歳）

　　長 男　太
た い ち

市　くん     （２歳８か月）

　好奇心旺盛、元気一杯の結乃ちゃんと、

　ねーねの事が大好きなヤンチャで少し

　甘えん坊な太市くん。

　毎日、走り回って遊んでます。

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

拡充期限迫る拡充期限迫るつ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

　

市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
減
量
と
ご
み
に
対
す
る
意

識
向
上
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し

た
世
帯
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器
と
は
？

　

生
ご
み
処
理
機
器
と
は
、
生
ご
み
を
乾
燥
又
は
微

生
物
に
よ
る
分
解
等
に
よ
っ
て
、
減
量
化
及
び
堆
肥

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
の
こ
と
で
す
。

生
ご
み
処
理
機
器
を
使
う
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

・
可
燃
ご
み
を
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
堆
肥
化
し
た
も
の
を
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
指
定
ご
み
袋
を
使
う
枚
数
が
減
り
、
節
約
で
き
る
。

・
台
所
を
衛
生
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
カ
ラ
ス
や
猫
の
被
害
が
減
る
。

補
助
の
対
象
者

①
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

か
つ
、
市
内
で
機
器
を
使
用
す
る
方

②
機
器
を
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

対
象
機
器

①
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
、
生
ご
み
を
発
酵
、
乾

燥
等
の
方
法
に
よ
り
分
解
、
堆
肥
化
又
は
減
量

化
す
る
機
械
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を
除
く
）

②
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
そ

の
他
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
容
器

※
中
古
の
機
器
は
対
象
外

補
助
金
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
２
万
円
が
限
度

で
す
。
た
だ
し
、
補
助
金
の
額
に
千
円
未
満
の
端

数
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と

し
ま
す
。

申
請
方
法

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
補
助
金
交
付
請
求
書

・
設
置
完
了
届

・
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
の
領
収
書
の
写
し

・
保
証
書
の
写
し

注
意
事
項

・
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
器
を
購
入

す
る
予
定
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
環
境
対
策
課

ま
で
申
請
可
否
の
確
認
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・「
機
器
の
購
入
」
と
「
補
助
金
の
申
請
」
は
、

同
一
年
度
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
購
入
と
申

請
が
年
度
を
ま
た
ぐ
場
合
、
補
助
金
の
申
請
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

環
境
対
策
課　

☎
㉒
２
２
１
３

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
補
助
金
が
出
ま
す
！

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
補
助
金
が
出
ま
す
！

生ごみ処理機

コンポスト容器


